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【ロシア】中国との液化天然ガスの共同開発に関する議定書の批准

海外立法情報課 堀田 主

＊2026 年 2 月 20 日、北極圏における中国との液化天然ガスの共同開発に関する議定書の批准

を定めた連邦法が成立した。

1 背景 

シベリア北西部の北極圏に位置するヤマル半島は、ロシア最大級の天然ガス埋蔵量を誇るこ

とで知られる。2010 年 10 月、ロシア連邦政府は、ヤマル半島における液化天然ガス（liquefied 

natural gas: LNG）の生産に向けた包括的な計画を策定した1。2017 年 12 月、ヤマル半島で最初

の LNG 生産が行われたことを受け、同地を訪問したプーチン（Vladimir Putin）大統領は「北極

圏開発における最大のステップ」と表現した2。 

一方でロシアは 2014 年以降、クリミア半島の併合等の理由により、欧米諸国から経済制裁を

課されている。その結果、多額の投資や設備の供給等を通じて、ヤマル半島における LNG 生産

に大きな役割を果たしたのが中国である3。2014 年 1 月に締結された「ヤマル LNG プロジェク

トの実施におけるロシア連邦政府と中華人民共和国政府の間の協力に関する協定」（以下「2014

年協定」）4は、両国間の「投資協力のための好ましい条件を創出すること」を目的として、①

南タンベイ・ガスコンデンセート田5の探査及び開発、②天然ガスの生産等のための複合施設の

建設及び操業、③サベッタ港6における港湾インフラの建設及び操業、④生産された LNG 及び

ガスコンデンセートの販売等の実施を定めた（2014 年協定第 1 条）。ロシア側には、ヤマル半

島で生産された LNG に課される鉱物採掘税7を、累積生産量が 2500 億立方メートルに達するま

で 0%とする措置（ただし、適用期間はガスの生産が開始される月の初日から 12 年を超えな

い。）や、LNG の輸出関税を 0%とする措置等の実施が規定された（第 3 条第 1.1 項）。中国側

には、LNG 生産の実施を担うヤマル LNG 社の株式の 20%を、同国の国有企業である「中国石

油天然気集団公司」が保有することに加えて、少なくとも年間 300 万トンの LNG を確保する

こと等が規定された（第 3 条第 1.2 項）。同協定の有効期限については、2045 年 12 月 31 日と 

＊ 本稿におけるインターネット情報の最終アクセス日は、2026 年 4 月 7 日である。 
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5 南タンベイ・ガスコンデンセート田とは、ヤマル半島の北東岸に位置する大規模ガス田である。なお、ガスコンデン
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6 サベッタ港とは、ヤマル半島東岸のオビ湾沿いに位置する「ヤマル LNG」プロジェクトの主要拠点である。“«До-
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7 ロシアにおける鉱物採掘税とは、石油、ガス、金属鉱物等を採取する事業者に課される税金を指す。 
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定められた（第 6 条第 2 項）。 

2014 年協定第 5 条は、同協定の改正方法について、中ロ両国が別途作成する議定書によって

実施すると定めている。実際に、2014 年協定の改正は、2015 年 12 月に制定された「ヤマル LNG

プロジェクトの実施におけるロシア連邦政府と中華人民共和国政府の間の協力に関する協定の

ための議定書」（以下「2015 年議定書」）によって行われた8。2015 年議定書は、一帯一路構

想の実現に向けて諸外国のインフラ開発に投融資を行う中国の国家投資ファンド「シルクロー

ド基金」が、ヤマル LNG 社の株式の 9.9%を、前述の 20%分とは別に取得すること等を定めて

いる（2015 年議定書第 2 条）。2024 年 12 月、約 9 年ぶりに「ヤマル LNG」をめぐる協定に関

する中ロ間の議定書が作成された（以下「2024 年議定書」）。その批准のため、2026 年 2 月 20

日、連邦法第 27 号「ヤマル LNG プロジェクトの実施におけるロシア連邦政府と中華人民共和

国政府の間の協力に関する協定の特定条項の適用に関する議定書の批准及び液化天然ガス生産

開発のための共同プロジェクトの実施に関する追加条件について」が制定された9。 

2 連邦法第 27 号の概要 

連邦法第 27 号によって批准された 2024 年議定書及び「共同プロジェクトの実施に関する追

加条件」は、2026 年 4 月現在、一般に公開されていない。ロシア連邦議会下院の全権代表であ

るシネンコ（Alexander Sinenko）氏によると、2024 年議定書は、LNG の生産・開発に関する中

ロの共同プロジェクトの実施に向けた「追加の有利な条件」を規定するものとされる10。2026 年

2 月 26 日付けの『ロシア新聞』に掲載された有識者の発言によると、2024 年議定書には、中国

からの資本誘致を更に促進するため、融資や合弁事業の設立等に関する規定が含まれるとされ

る。なお、同紙は現在公開されていない「追加条件」に関して、共同プロジェクトの実施状況

等から、鉱物採掘税、固定資産税及び付加価値税の免除という可能性を指摘している11。 

3 今後の見通し 

地理的条件により、ヤマル半島で生産される LNG の大部分は、欧州諸国に輸出されている。

しかし、欧州連合（EU）は、2026 年 4 月 25 日以降の段階的なロシア産 LNG の禁輸措置を決

定している。有識者によると、ヤマル半島からアジア方面への LNG の輸出について、冬季の北

極海航路の利用が不可能であること、中東危機に伴い輸送コストが増大していること等を踏ま

えると、欧州諸国の輸入量を代替するまで拡大することは難しいと見られている12。 
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